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国際的な動き

SDGs(Sustainable Development Goals)

2015年9月の国連サミットで採択され、国連加盟
193か国が2016年から2030年の15年間で達成す
るために掲げた目標

3.5 薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含
む、物質乱用の防止・治療を強化する。



薬物事犯検挙人員（全国） 出典：警察庁、厚生労働省、海上保安庁（厚生労働省集計）調べ
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薬物押収量（全国） 出典：警察庁、財務省、厚生労働省、海上保安庁（厚生労働省集計）調べ
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少年の薬物事犯検挙人員（全国） 出典：警察庁、厚生労働省、
海上保安庁（厚生労働省集計）調べ
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R6(R5)年 薬物事犯状況 まとめ

• 全体の検挙人員は前年より増加

• 覚醒剤事犯の検挙人員は、昨年に引き続き減少

• 大麻が初めて覚醒剤の検挙人員を超える

• 若年層における大麻乱用が拡大。

• 大麻の使用を肯定する若年者が増えている。

• 大麻の濃縮物の押収が目立っている







（厚生労働省「大麻・けしの見分け方」より転載）

・春から夏にかけて成長
・高さは３ｍになることもある

日本では大麻栽培者の許可がなければ栽培できない

【大麻】大麻とは

大麻草 バッズ（大麻の花穂） 乾燥大麻



大麻ワックス、大麻リキッド

大麻ワックス

乾燥大麻をブタンガス等で濃縮

したもの

パイプ等で吸い込む方法が一般的

大麻リキッド

乾燥大麻を濃縮したもの

電子タバコ等で使用

【大麻】新しいタイプの大麻加工品



大麻クッキー

大麻バター

大麻ケーキ

大麻チョコ

【大麻】大麻を含んだ食品



























○『ダメ。ゼッタイ。』普及運動（運動期間：６月２０日～７月１９日）

○麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動（運動期間：１０月１日～１１月３０日）

【目的】 官民一体となり、国民の薬物乱用問題に対する認識を高め、併せて「国際
麻薬乱用撲滅デー」の周知を図ることを目的とした運動を全国的に展開
※ 国際麻薬乱用撲滅デーとは、昭和62年に開催された「国連麻薬閣僚会議」の終了日の６月

２６日を「国際麻薬乱用撲滅デー」とし、各国がこの宣言の趣旨を普及する日とされた。

【主催】 厚生労働省、都道府県、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター
【主な実施事項】  ６・２６ヤング街頭キャンペーン、地域団体キャンペーン

【目的】 薬物乱用による危害を広く国民に周知し、国民一人一人の認識を高める
ことにより、麻薬・覚醒剤等の薬物乱用の根絶を図ることを目的とした運動を
全国的に展開

【主催】 厚生労働省、都道府県
【 主な実施事項（令和５年度）】

 厚生労働省と都道府県の共催による麻薬・覚醒剤乱用防止運動地区大会
を開催

【目的】 不正栽培と自生している大麻やけしを撲滅するため、これらの大麻やけし
 の発見、除去と大麻やけしに関する正しい知識の普及のための広報啓発を

主な内容とする運動を全国的に展開
【主催】 厚生労働省、都道府県
【主な実施事項】 不正大麻・けしの発見及び除去、リーフレット等の配布

【参考】 不正大麻・けし発見、除去本数（令和5年度実績）
大麻：2,030,539本、けし：691,861本 合計2,722,400本

○不正大麻・けし撲滅運動（運動期間：５月１日～６月３０日）

全国的な啓発運動の実施



実施期間：令和６年５月１日～６月30日

主 催：厚生労働省、都道府県

協 賛：内閣府、警察庁、法務省、最高検察庁、財務省税関、
文部科学省、海上保安庁

実施内容： 不正栽培と自生する大麻やけしを撲滅するため、厚生労
働省と都道府県では、関係機関の協賛を得て、大麻やけ
しの発見と除去を実施する。

また、犯罪予防の観点から、大麻やけしに関する正しい
知識の普及・広報啓発を積極的に行う。

不正大麻・けし撲滅運動

○ 不正栽培の防止と並んで、自生の大麻・けしを我が国から一掃することは事犯予防の見地からも
重要。

○ 令和5年度には大麻約203万本、けし約69万本が発見・除去された。

○ 大麻の多く（約99％）は北海道、青森県、長野県において、また、けしは、香川県、三重県、
長崎県の順で多く除去されたが、秋田県、沖縄県を除き全国的に確認されている。

不正大麻・けしの発見・除去



不正大麻・けし撲滅運動

植えてはいけないけし 植えてもよいけし
アツミゲシ ひなげし

花の色と葉のつき方が違います



不正大麻・けし撲滅運動

自生しているけし

抜去したけしは麻薬
取締員立会のもと、
処分します



ダメ。ゼッタイ。普及運動

実施期間：令和６年６月２０日～７月１９日

実施内容：全国各地で薬物乱用防止のためのキャンペーンや

国連支援募金を実施

主催：厚労省、都道府県、（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター

協賛：警察庁、総務省、法務省、外務省、財務省、文科省、経産省、国交省、

海上保安庁、薬物乱用対策推進会議 ほか

国際麻薬乱用撲滅デー

国連加盟の国々では、1987年（昭和62年）に開催された「国連麻薬閣僚

会議」の終了の日の６月２６日を「国際麻薬乱用撲滅デー」とし、各国が

この宣言の趣旨を普及している。

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動、国際麻薬乱用撲滅デー



街頭啓発活動 ６．２６ヤング街頭キャンペーン

千葉市地区薬物乱用防止指導員、千葉県警、横浜税関千葉税関支署、
海上保安庁千葉海上保安部、県、市が合同で啓発活動を実施

千葉そごう前



街頭啓発活動 密輸防止キャンペーン

県、印旛地区薬物乱用防止指導員、県警、税関、成田空港株
式会社、日本航空と合同で啓発活動を実施

成田空港第２旅客ターミナル



実施期間：令和６年１０月１日～１１月３０日

主 催：厚労省、都道府県

協 賛：内閣府、警察庁、法務省、最高検察庁、財務省税関、文科省、

海上保安庁

後 援：（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター

実施内容：①全国６都市で地区大会を実施。

麻薬・覚醒剤乱用防止功労者に対する表彰、

地元大学生や高校生等による薬物乱用防止活動の成果発表、 ※ポスターはR5年度のもの

タレントによるアトラクション等を予定。

②当該期間を通じて、広報機関等による啓発強化や薬物乱用防止教室を積極的に展開。

麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動

○ 昭和３０年代の麻薬禍の蔓延から国民層に対し予防啓発を積極的に推進するため、昭和35
年10月から、厚生省・都道府県主催の「麻薬禍撲滅月間運動」を開始。

○ その後、名称が「麻薬・覚せい剤禍撲滅運動」から現在の「麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動」
に改められ、地区大会を開催するなど地方の実情に応じた国民参加型の啓発活動を展開。

○ 地区大会は、厚生局ブロックごとに開催しており、開催県は持ち回りで決定している。

本運動の経緯



啓発資材

薬物乱用防止活動に
使用可能な資材

・リーフレット
・ポケットティッシュ
・ポスター
・街頭用のぼり、ベスト
・着ぐるみ（ダメゼッタイ君）
・教育用DVD

・展示用パネル
・薬物見本



各支援機関の役割と支援内容

支援機関 役割と支援内容 千葉県内

精神保健福祉
センター

メンタルヘルスに関する高い専門性を有す
る行政機関。専門相談員による個別相談、
認知行動療法プログラムや家族教室の実
施等

千葉県精神保健福祉センター
千葉市こころの健康センター

薬物依存症
相談拠点

薬物依存症のほか、アルコール健康障害、
ギャンブル等依存症に関する相談の拠点。
依存症相談員を配置。

千葉県精神保健福祉センター

薬物依存症
専門医療機関

薬物依存症のほか、アルコール健康障害、
ギャンブル等依存症に関する治療を行って
いる専門医療機関

家族会
薬物依存症の当事者家族が管理運営して
いる団体。勉強会、経験を語るミーティング、
家族相談の実施

千葉菜の花家族

薬物依存症
回復支援施設

当事者が主体となった依存症回復支援施
設。ダルクなど

千葉DARC、千葉DARC九十九
里ハウス、千葉DARC南房総ハ
ウス、リカバリファーム君津

自助グループ
依存症から回復したいと願う当事者による
活動団体

麻薬取締部
薬物再乱用防止の取組。来乱用防止プロ
グラムの実施、家族支援等。
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